
大規模災害時廃棄物対策北海道ブロック協議会 

道南エリア分科会 

議事要旨 

１．開催日時 

令和 7年 8月 26 日（火）10:00～12:00 

 

２．開催場所 

函館商工会議所 会議室 

オンライン併用 

 

３．議題 

（１）大規模災害時廃棄物対策北海道ブロック協議会（第 20回）の開催結果について 

（２）令和 6年度の各ワーキンググループの検討結果について 

（３）災害廃棄物処理に関する情報提供 

（４）災害廃棄物処理計画策定状況とエリア内の災害廃棄物処理に係る課題検討 

（５）次年度のエリア分科会の代表市町村及び代表振興局の選出 

（６）その他 

 

４．議事 

（１）大規模災害時廃棄物対策北海道ブロック協議会（第 20回）の開催結果について 

 ・事務局より大規模災害時廃棄物対策北海道ブロック協議会（第 20回）の開催結果につ

いて説明し、意見交換が行われた。 

 

（２）令和 6年度の各ワーキンググループの検討結果について 

 ・事務局より令和 6年度の各ワーキンググループの検討結果について説明し、意見交換が

行われた。 

 

（３）災害廃棄物処理に関する情報提供 

 ・事務局より災害廃棄物処理に関する情報提供について説明し、意見交換が行われた。 

 

（４）災害廃棄物処理計画策定状況とエリア内の災害廃棄物処理に係る課題検討 

 ・事務局より災害廃棄物処理計画策定状況とエリア内の災害廃棄物処理に係る課題検討

について説明し、意見交換が行われた。 

 

 

 



（５）次年度のエリア分科会の代表市町村及び代表振興局の選出 

 ・事務局より次年度のエリア分科会の代表市町村及び代表振興局の選出について説明し

た。 

 

（６）その他 

・特になし。 

 

【意見交換】 

（１）大規模災害時廃棄物対策北海道ブロック協議会（第 20回）の開催結果について 

（意見等なし） 

 

（２）令和 6年度の各ワーキンググループの検討結果について 

（意見等なし） 

 

（３）災害廃棄物処理に関する情報提供 

（意見等なし） 

 

（４）災害廃棄物処理計画策定状況とエリア内の災害廃棄物処理に係る課題検討 

○ 市町村 

当町では床上浸水で水没した家財道具等については、罹災証明書を発行して災害廃棄物

として受け入れている。罹災証明書を 1 件 1 件発行することに困難な状況もある中で、明

らかに水没していない災害廃棄物には当てはまらないごみを災害廃棄物として一緒に出さ

れてしまうこともあるかと思う。そのことについて他の自治体はどのように判断している

のかうかがいたい。 

 

○ 事務局 

便乗ごみについては、罹災証明書を持って仮置場にごみを持ち込んでくる中で、今は使わ

れていないブラウン管テレビや（水害であれば）明らかに水が付いてないものなど災害で発

生したごみでない場合は持ち帰っていただく対応をしている自治体もある。どこまで厳密

に対応すればいいのか難しいとは思うが、どこで線引きをするのかは各自治体での判断に

なるかと思う。また、他には規模が小さい災害の場合は、災害廃棄物でも一般廃棄物の粗大

ごみとして受け入れている自治体もある。 

 

○ 事務局 

災害廃棄物処理計画の策定に関して、まだ調査中で資料に反映できていないが、今年度中

の策定率は道南エリアでは 70％近くまで上がると思う。 



（未策定の市町村では）策定できない理由に「人手が足りない、資金がなく委託もできな

い、時間もない」などの課題が上がっていたが、昨年度に策定された市町村に策定に至るき

っかけや経緯があればうかがいたい。 

 

○ 市町村 

令和 5年の初めには策定しないといけないとの思いはあった。 

当初は、北海道地方環境事務所ホームページのワークシート（簡易版）と計算エクセルに

当てはめたひな形があったため、それを新たにワークシート第 3 版に当てはめて最終的に

は環境省のプッシュ型支援を受けて策定することができた。 

策定できたことにより発災時には大量の災害廃棄物がでることを関係者に理解していた

だくことができ、協定の締結が必要だと感じていただき事業者 2 社と協定を結ぶことがで

きた。 

 

○ 事務局 

大変参考になった。貴町では担当者の問題意識の強さから策定まで進めることができた

と理解できた。 

 

○ 市町村 

数値はワークシートを使って推計することができたが、図面の作成が難しく自治体担当

者だけでは行き詰まることがあった。図面を作成することができたのはプッシュ型支援が

大きかったと思う。 

 

○ 事務局 

市町村には図面等を作成する上で必要なソフトウェア、アプリケーションを導入する課

題もあるかと思うため、今年度の計画策定・改定 WGの際にそのようなご意見をいただけれ

ば可能な限りご協力させていただきたい。 

 

（５）次年度のエリア分科会の代表市町村及び代表振興局の選出 

○ 事務局 

今年度のエリア代表の渡島総合振興局と江差町だが、昨年度から引き続きということで

ブロック協議会に参加していただく等ご協力していただき御礼申し上げる。 

令和 8 年度のエリア代表に関しては、できるだけ皆様に参加していただけるようなルー

ルを北海道と協議して作りたいと思っている。ルールが決まり次第、皆様にお知らせする。 

 

（６）その他 

（意見等なし） 


